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広い海の中で数百 m オーダーの広範囲に届くよう設
計されている．範囲が限られた鋼構造物内では，音波
が減衰せずに多重反射してしまい，使用不可能となる
可能性が高い．
音波は，低周波であるほど水中で減衰しにくく遠方

まで信号が届くが，分解能が良くない．これに対し，
高周波帯の音波は到達距離が短いが，分解能は高いと
いう特性がある．コンクリートや鋼構造物に囲まれた
「建屋内」という空間では，前者は音波がいつまでも
減衰せずに反射を繰り返し，残響成分がノイズとなっ
てしまうという欠点があるため，数… ɽ V 減衰波波帯の音波不可る 残る．範囲抿６る…波帯の達
いう特性




